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平成31年「110番の日」統一標語　「僕たちの　安心つなぐ　110番」

天
龍
小
学
校
で「
お
や
す
・
し

め
縄
・
餅
つ
き
大
会
」が
、12
月

12
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
よ
い
し
ょ
ー
、よ
い
し
ょ

ー
」と
元
気
な
掛
け
声
に
あ
わ

せ
、「
う
す
、き
ね
」を
使
っ
た
本

格
的
な
餅
つ
き
に
挑
戦
し
、つ

き
た
て
の
餅
を
お
雑
煮
な
ど
に

し
て
、お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
で
、貴

重
な
体
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、お
や
す
に
つ
い
て
は
、

昔
は
ど
の
家
庭
で
も
年
の
瀬
に

手
作
り
し
て
玄
関
先
に
飾
っ
た

も
の
で
す
が
、最
近
で
は
そ
ん

な
風
習
を
知
る
人
も
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

ワ
ラ
の
香
り
や
手
触
り
な
ど
に

興
味
を
持
ち
な
が
ら
、新
し
い

年
へ
の
願
い
を
込
め
て
お
や
す

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
行
事
に
関
心
が
集

ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

今年のおもな
できごとです。

【その他】消防団では12月27日㈭～29日㈯の間、年末警戒（夜警）を行います。また、新年１月6日㈰に出初式を行います。

ふ れ あ い ス テ ー ション 龍 泉 閣

龍 泉 の 湯

天 龍 温 泉 お き よ め の 湯

天龍温泉おきよめの湯

レ ス ト ラ ン 湯 と り

図 書 館

村 営 バ ス

広 域 バス平 岡 線（ 平 岡 ⇔ 和 田 ）

乗 合 タ ク シ ー 平 岡 線

（平岡⇔和田）

年 末 年 始 の 可 燃 ご み 回 収

稲葉クリーンセンター受け入れ

12/28㈮ 12/29㈯ 12/30㈰ 12/31㈪ １/１㈫ １/２㈬ １/３㈭ １/４㈮

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 14時閉店 休業 通常営業

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 20時閉館 休業 通常営業

○ △ △ × × ○ ○ ○

通常営業 11：00～18：00 休業 通常営業

○ ○ △ × × ○ ○ ○

通常営業 15時閉店 休業 通常営業

◯ × × × × × × ×

通常開館

○ ○ ○ △ × ○ ○ ○

通常運行 午後運休 運休 通常運行

○ 土日運休 × × × × ○

○ ○ ○ △ × △ △ ○

通常運行 日曜ダイヤ 運休 日曜ダイヤ 通常運行

○ × × × × × × ○

○ ○ △（午前
のみ） × × × × ○

年末年始のご案内

12／29～１／４ 休館（１／５㈯から通常通り開館します）

〇天龍村少年少女消防クラブ結成

〇平成30年度災害発生（７月豪雨、台風21号・24号）

〇㈱小林コンサルタントと「災害時における緊急的な調査の支援に関する協定」を締結

〇㈱リックスと提携し村内６施設に太陽光パネルを設置（「太陽光発電事業『結』プロジェクト協定」

を締結）

〇村営バスが平岡郵便局まで正式運行

〇元村議会議員（故）金田司氏に叙勲（従六位）、（故）板倉良三氏に叙勲（旭日単光章）、元村議会議

員遠山全志氏に叙勲（高齢者叙勲：旭日単光章）

〇宮澤金治氏に県知事表彰（産業功労者）

〇天龍村くらし安心ＩＣＴネットワーク事業１月から本格稼働

〇在日中国人殉難烈士慰霊法要開催

〇下伊那南部地区（主）飯田富山佐久間線整備促進期成同盟会設立

〇国道418号天竜川橋工事再開

〇教育長に竹田順次氏再任・教育委員に松下清治氏再任

〇「手づくりハンガープロジェクト」中学生が至学館大学にて吉田沙保里選手らに手づくりハンガーを

贈呈

〇天龍中学校が取り組んでいる「梅花PROJECT」が第５回信州おもてなし大賞を受賞

〇天龍小学校児童会が取り組んでいる「天龍ピカピカ大作戦」が道路功労者表彰を受賞

〇天龍小学校が南信州元気な森林づくり賞を受賞

平成30（2018）年 村のおもなできごと

お
や
す

し
め
縄

餅
つ
き

大

　会

保
育
所
お
楽
し
み
会
が
、12
月
１５
日
㈯
に
遊
戯
室

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

曲
に
あ
わ
せ
て
、年
長
児
か

ら
未
満
児
ま
で
楽
し
そ
う
に
入

場
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
る
ん
だ

よ
。」と
毎
日
楽
し
み
に
、な
わ

と
び
や
生
活
発
表
、ダ
ン
ス
を

お
う
ち
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
を
も
ら
い
、ど
の
子

も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

未
就
園
児
の
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
の
お
友
達
も
、お
母
さ
ん
と

元
気
良
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
は
待
ち
に
待
っ
た
サ
ン

タ
さ
ん
の
登
場

で
、一
人
ひ
と

り
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
手
渡
さ
れ
、

み
ん
な
大
喜
び

で
し
た
。
全
員

が
元
気
で
参
加

し
、お
う
ち
の

み
な
さ
ん
に
成

長
し
た
姿
を
見

て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。 楽

し
かった
保
育
所
お
楽
し
み
会



（９）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（２）2018年12月25日

平
成
30
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
18
日
㈰
の
天
龍

村
文
化
祭
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。本

年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

▽
金
田
　健
さ
ん（
岡
本
区
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
滝
沢 

英
夫
さ
ん（
埼
玉
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
冨
田 

次
郎
さ
ん（
滋
賀
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
中
尾 

一
也
さ
ん（
愛
知
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
塩
尻
鉄
工
株
式
会
社
さ
ん

（
岡
谷
市
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽（
故
）原
　正
さ
ん（
飯
田
市
）

村
に
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
南
島
　隆
さ
ん（
東
京
都
）

村
に
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
い

　「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
と
は
、感
染
力
が
非
常

に
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
体
内

に
入
る
と
胃
腸
炎
と
な
り
、下

痢
や
嘔
吐
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

冬
場
に
非
常
に
多
い
、感
染
性

胃
腸
炎
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
の
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
ひ
た
す
ら
下
痢
と

嘔
吐
に
耐
え
、脱
水
症
状
を
引

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
水
分
補

給
を
す
る
の
み
で
す
。
恐
ろ
し

い
感
染
症
で
す
ね
。

　
さ
て
、感
染
は
ど
の
よ
う
に

起
こ
る
か
と
い
う
と
、ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
を
生
で
食
べ
た
場

合
や
、感
染
者
の
、汚
物
の
処
理

の
際
、手
な
ど
に
つ
い
た
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
入
る
場
合
、汚

物
の
処
理
が
不
十
分
で
、処
理

し
き
れ
な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が

空
中
に
漂
い
、そ
れ
を
吸
い
込

み
体
内
に
入
っ
た
場
合
な
ど
で

す
。

　
さ
て
、恐
ろ
し
い
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
で

す
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
弱
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
…

①
熱
に
弱
い
。

②
塩
素
系
の
漂
白
剤
に
弱
い
。

　
右
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
、ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
を
予
防
す
る
に
は
…

①
食
品
は
85
度
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
す
る
。
二
枚
貝
に
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
特
に
よ
く
加

熱
す
る
。

②
調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系

消
毒
剤
で
消
毒
す
る
。

③
嘔
吐
物
等
の
汚
物
は
確
実
に

処
理
す
る
。

※
処
理
の
際
は
絶
対
に
素
手
で

は
行
わ
ず
、ビ
ニ
ー
ル
手
袋

な
ど
を
使
用
し
て
片
づ
け
、

使
用
し
た
雑
巾
な
ど
は
、す

ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
密

封
し
て
廃
棄
す
る
。
汚
物
で

保
健
師
だ
よ
り

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

感
　
　謝
　
　状

国
保
健
康
家
庭
表
彰

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
遠
山 

明
徳
さ
ん（
岡
本
区
）

村
に
貴
重
な
木
彫
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
鎌
倉 

正
之
さ
ん（
飯
田
市
）

村
に
貴
重
な
絵
画
と
書
籍
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
村
表
彰
】

▽
滝
澤 

金
龜
さ
ん（
西
原
区
）

▽
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

▽
小
林
　生
さ
ん（
下
山
区
）

▽
吉
澤 

幸
男
さ
ん（

鶯
巣
宇
連
区
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

村
表
彰・国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

村
表
彰・国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、道
路
改
良
に
関
す
る
天

龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を
平
成

30
年
９
月
21
日
㈮
に
長
野
県
議

会
議
長
、長
野
県
建
設
部
長
、10

月
31
日
㈬
に
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
、国
土
交
通
省
、財

務
省
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
も
同
様
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、少
し
で

も
早
く
天
龍
村
内
の
道
路
整
備

が
進
む
よ
う
、継
続
し
て
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
長
野
県
建
設
部
長
へ
の
要
望

活
動
で
は
、天
龍
村
商
工
会
の

福
士
会
長
、熊
谷
副
会
長
ら
も

参
加
し
、発
言
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
要
望
に
対
す
る
長
谷

川
建
設
部
長
か
ら
の
回
答
の
概

要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
般
国
道
4
1
8
号（
福
島
・

鶯
巣
）天
竜
川
橋
架
け
替
え

工
事
の
早
期
完
成

（
回
答
）現
在
、撤
去
工
事
を
再

開
し
て
お
り
、平
成
35
年
完

成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め

た
い
。

②
一
般
国
道
4
1
8
号（
阿
南

町
新
野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め

の
湯
間
）の
拡
幅
改
良
整
備

促
進

（
回
答
）平
成
29
年
度
か
ら
概
略

検
討
に
着
手
し
、二
車
線
、セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
所
を
抽
出
し

て
い
る
。
10
区
間
の
内
、半

分
く
ら
い
に
つ
い
て
、何
ら

か
の
改
良
工
事
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線

（
松
崎
）平
岡
ダ
ム
〜
十
方
峡

橋
の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期

調
査
及
び
事
業
化

（
回
答
）松
崎
に
つ
い
て
、今
年

度
は
、平
岡
ダ
ム
側
の
地
形

測
量
を
進
め
て
い
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
と
な
る

と
非
常
に
事
業
費
が
か
か
る
。

事
業
費
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
と
い
う
事
も
、併
せ

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

④（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線

（
宇
連
沢
〜
羽
衣
崎
）急
カ
ー

ブ
、急
勾
配
を
解
消
す
る
道

路
整
備
促
進

（
回
答
）本
年
度
は
、沢
の
横
断

部
の
B
O
X
カ
ル
バ
ー
ト
の

施
工
を
予
定
し
て
い
る
。

⑤
県
道
大
河
内
中
川
原
線（
大

河
内
）川
島
〜
大
河
内
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

（
回
答
）こ
の
エ
リ
ア
全
体
の
緊

急
度
の
高
い
所
か
ら
防
災
事

業
を
進
め
て
い
る
の
で
、ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
砂
防
河
川
宮
沢
川（
大
河
内
）

砂
防
施
設
整
備
促
進

（
回
答
）今
年
度
、宮
沢
川
の
え

ん
堤
建
設
１
基
を
契
約
し
、

平
成
32
年
度
、完
成
目
標
で

工
事
を
進
め
る
。

⑦
村
道
大
河
内
線（
大
河
内
）過

疎
代
行
事
業
に
よ
る
拡
幅
改

良
整
備
着
手

（
回
答
）大
河
内
線
の
一
級
村
道

指
定
を
し
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、隣
県
の
林
道
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
条
件
を
そ

ろ
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、新

規
採
択
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、今
年
度
は
国
へ
の
要

望
活
動
で
、国
道
4
1
8
号
の

改
良
整
備
促
進
の
他
に
天
龍
村

平
岡
、中
井
侍
、福
島
地
区
へ
の

「
直
轄
地
す
べ
り
事
業
」着
手
の

要
望
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、事
業
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
に
な
る
よ
う

引
き
続
き
要
望
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

長野県建設部長に対して、
要望を行う永嶺村長

たくさんのごみを拾いました

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

の
汚
染
面
の
拭
き
掃
除
に
は

塩
素
系
の
漂
白
剤
を
使
用
す

る
と
よ
い
。

　
こ
の
感
染
性
胃
腸
炎
は
、始

め
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、症
状

か
ら
脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
し

易
く
、特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん

や
高
齢
者
は
重
症
に
な
り
易
い

で
す
。
脱
水
症
状
か
ら
重
い
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
予
防
法
を
守
り
、感
染
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

保
育
所
園
児
た
ち
に
よ
る
ご

み
拾
い
が
10
月
３
日
㈬
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
、保
育
所
園
児
14
名
が
保
育

所
か
ら
龍
泉
閣
ま
で
の
間
を
、

元
気
よ
く
、ま
た
、交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、ご
み
を
見
つ

け
る
と
率
先
し
て
拾
い
、た
く

さ
ん
の
ご
み
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ご
み
拾
い
を

す
る
必
要
が
な
く
な
る
よ
う
、

み
ん
な
で
村
の
美
化
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

たくさん、みつけたよ 保
育
園
児
に
よ
る

　
　
　　美
化
活
動

受賞者の遠山明徳さんを囲んでの記念撮影

※どなたでも無料で観覧いただけます。

と　き

ところ 文化センター なんでも館

平成31年１月13日（日）
　　午後1時20分より

林家 三平 天龍寄席実行委員会
☎32－3206

主　催

☆落語家☆出　演

初笑い

新春天龍寄席



作　　品

支えよう　みんなの暮らし　税金で

税金を　納めてつくる　よりよい社会

税金は　社会を支え　未来をつくる

税金で　明るい未来　作ろうよ

税金に　支えられてる　わたしたち

納税で　明るい村を　つくろうよ

税金で　未来のくらし　つくろうよ

大切な　皆を守る　大事な税

税金が　被災地助ける　支えてる

税金は　皆のために　納めよう

税金は　豊かな暮らしの　源だ

税金は　みんなの暮らしの　サポーター

税金が　暮らしを支える　ヒーローだ
税金が　つくる未来は　心配ない
この村を　つくり上げてる　税金だ
みんなでね　助けあって　税金を
私の未来　税があるから　安心だ
税金は　国家を守る　担い手だ
税金は　公共の場を　安全に

（３）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（８）

2018年12月25日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環として次の世代を担う子どもたちに
税について関心を持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、小中学生を対象
として｢税に関するポスター・標語・作文｣の募集を行っています。

本年度は、延べ28名のみなさんよりポスター・標語・作文の応募をいただき、11月８
日㈭に天龍村役場にて表彰式が行われました。

各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

平成30年度  税に関するポスター・標語・作文の受賞者
天龍村租税教育推進協議会

ポスター
賞　名

学校名　学年　氏　　名

天龍村租税教育推進協議会長賞

　天龍小学校　６年　板倉　寧々

飯田税務署長賞

　天龍小学校　６年　熊谷　彩葉

協議会特別賞

　天龍小学校　６年　熊谷　美桜

作　文
賞　名

学校名　学年　氏　　名

天龍村租税教育推進協議会長賞

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　佐藤　孝寛

飯田地区納税貯蓄組合連合会天龍村特別賞

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　松本　萌花

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　後田　蘭丸

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　廣田　颯士

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　稲森　翔一

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　岡戸宏日登

作　　品

 税金は未来への架橋だ

 おさめよう未来の架け橋つくる税

 税で未来を明るく

作　　品

「税金について」

「税について」

「租税教室をうけて」

「税金について」

「税金について」

「税金の使い道」

全員そろって記念撮影 ポスター受賞作品

標　語
賞　名

学校名　学年　氏　　名
天龍村租税教育推進協議会長賞
　天龍中学校　１年　熊谷　翔太
飯田税務署長賞
　天龍中学校　３年　渡久山　和
南信県税事務所長賞
　天龍中学校　３年　大澤　和誠
みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　２年　後田　蘭丸
平岡郵便局長賞
　天龍中学校　１年　金澤　実生
天龍村議会議長賞
　天龍中学校　２年　兼宗　希
天龍村教育長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　２年　佐藤　孝寛
天龍村商工会長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　３年　松本　萌花
天龍村青色申告会長賞
　天龍中学校　１年　橘　礼人

（社）飯田法人会天龍支部長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　３年　稲森　翔一
関東信越税理士会飯田支部長賞
　天龍中学校　３年　橘　希帆
飯田信用金庫天龍支店長賞
　天龍中学校　３年　橋本虎汰郎

天龍中学校　１年　大澤　希美
天龍中学校　１年　橘　慶司郞
天龍中学校　１年　橋本　梨花
どんぐり向方
中　　学　　校　 ２年　廣田　颯士
天龍中学校　２年　中島　茉緒
どんぐり向方
中　　学　　校　 ３年　岡戸宏日登
天龍中学校　３年　橋本　玲奈

協
議
会
特
別
賞

協
議
会
特
別
賞

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
い
た
だ
き
、
残
量
不
足
な

ど
お
気
づ
き
の
方
は
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
役
場
及
び
南
支

所
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

公
共
の
道
路
で
散
布
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
）

冬
本
番
！

除
雪
作
業
・
塩
カ
ル
に
つ
い
て

①「子どもと高齢者の交通事
故防止」
思いやりを持って、車も人
もしっかり安全確認

②「夕暮れ時と夜間の交通事
故防止」
夜間は「原則上向きライト」・
反射材の着用

③「飲酒運転の根絶」～飲酒運
転四（し）ない運動～
飲んだら乗らない・乗るな
ら飲まない
乗る人には飲ませない・飲
んだ人には運転させない

運
動
の
重
点

「年末の交通安全運動」実施中
平成30年12月１日㈯～12月31日㈪

☆ハンドルキーパー運動を推進しましょう。
　ハンドルキーパーとは、飲酒店などに行く
場合、お酒を飲まないで仲間を自宅まで送り
届ける人のことです。

　年末を迎え、何かと
慌ただしくなりがちで
すが、運転者・歩行者
とも時間に余裕を持ち、
落ち着いて安全に行動
することで、交通事故
を防止しましょう。
　飲酒機会の増加や積
雪・凍結による道路環
境の悪化に伴う重大事
故の発生が懸念されま
す。交通ルールの遵守
と正しい交通マナーの
実践を心がけましょう。

冬
が
来
ま
す

　水
道
管
に
も

　
　
　
　冬
支
度
を

　
平
成
最
後
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、水

道
管
が
凍
結
し
、破
裂
、漏
水
、

断
水
…
。冬
の
寒
さ
が
水
道
管

に
も
た
ら
す
被
害
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◎
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護

　
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器

ボ
ッ
ク
ス
内
や
、
屋
外
に
出

て
い
る
水
道
管
は
、
保
温
材

を
敷
く
、巻
く
等
が
有
効
で
す
。

◎
不
凍
栓
の
活
用

　
不
凍
栓
が
あ
る
ご
家
庭
は
、

是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
寝
る
前
に
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

蛇
口
を
開
け
、
水
抜
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
も
万
が
一
凍
結
・
漏

水
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
右
に
回
し
て
閉
め
て
か

ら
、
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場 

建
設
課 

環
境
水
道
係

℡
32
-1
0
2
2
（
直
通
）

2018年12月25日

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力をいただきありがとうございま
した。みなさんのご協力により、村目標額「208,000円」を大きく上回る「392,000
円」（平成30年12月14日現在）という結果となり、長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での奉仕団活動の資金として活用
されます。
　災害が全国で相次ぐなか、活動資金へのご理解とご協力のほど今後ともよろしくお
願いいたします。

平成30度 日赤社資の収納報告平成30度 日赤社資の収納報告

平成31年度
地域発元気づくり支援金の
事業を募集します

　地域発元気づくり支援金事業は、市町村や公共的活動を行う
NPOなどの団体が実施する「地域の元気を生み出す、モデル的で
発展性のある事業」に対し助成する制度です。

【募集期間】平成31年1月4日㈮～2月1日㈮ ※県への提出期限と異なります。

【応募書類の提出先】地域振興課移住定住推進係
※本事業を検討される方は、事業概要や条件等をご説明しますので、事

前に役場地域振興課移住定住推進係までお問い合わせください。
☎32-1023

　
森
林
で
伐
採
し
た
木
を
建
築

用
材
や
薪
な
ど
と
し
て
利
用
す

る
た
め
に
は
、
作
業
道
を
開
設

す
る
な
ど
し
て
木
を
搬
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　
急
峻
な
地
形
や
河
川
が
多
い

本
村
で
は
、
作
業
道
の
開
設
が

困
難
の
た
め
、
間
伐
材
な
ど
の

有
効
利
用
や
森
林
整
備
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し

て
、
作
業
道
が
開
設
で
き
な
い

急
峻
な
森
林
の
木
材
を
搬
出
す

る
こ
と
が
可
能
な
林
業
機
械

「
ラ
ジ
キ
ャ
リ
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　「
ラ
ジ
キ
ャ
リ
」
は
村
内
の
森

林
で
伐
採
し
た
木
を
搬
出
す
る

作
業
や
森
林
整
備
を
行
う
方
に
、

平
成
31
年
度
か
ら
貸
与
す
る
予

定
で
す
。
森

林
資
源
の
有

効
利
用
と
健

全
な
森
林
整

備
に
是
非
ご

活
用
く
だ
さ

い
。 自

走
式
木
材
搬
出
機
械

　「ラ
ジ
キ
ャ
リ
」を

　
　
　
　導
入
し
ま
し
た
！



（７）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（４）2018年12月25日

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
予
防
と
交
流
の
た
め
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
次
回
の
開
催
予
定
日

平
成
31
年
１
月
28
日
㈪

※
毎
月
第
四
月
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

龍
泉
閣（
平
岡
駅
）２
階

い
ろ
り
の
間

○
参
加
費
1
0
0
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
認
知
症
の
予
防
を
し
た
い
方
、

介
護
の
相
談
を
し
た
い
方
、誰

で
も
大
歓
迎
で
す
。
申
し
込
み

な
し
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

（
☎
32
―

1
0
2
1
）

　
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
発
足
し
た「
天
龍
温

泉
お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整
備

検
討
委
員
会
」に
つ
い
て
今
ま

で
の
検
討
経
過
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
検
討
委
員
会
は
、今
年

５
月
に
実
施
し
た「
天
龍
温
泉

お
き
よ
め
の
湯
の
増
改
築
等
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、村
長
か
ら
の

諮
問
に
よ
り
、休
憩
所
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
増
改
築
整
備
に
関
す

る
こ
と
を
審
議
す
る
た
め
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　
委
員
の
構
成
は
村
議
会
議
員

２
名
、商
工
会
１
名
、お
き
よ
め

観
光
協
議
会
１
名
、区
長
他
住

民
代
表
６
名
、一
般
公
募
者
２

名
、㈱
南
信
州
開
発
１
名
及
び

副
村
長
の
計
14
名
で
す
。

　
８
月
28
日
㈫
に
第
１
回
検
討

委
員
会
が
行
わ
れ
、委
員
長
に

秦
治
三
夫
氏
、副
委
員
長
に
村

松
久
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
施
設
内
を
視
察
し

た
後
、お
き
よ
め
の
湯
の
現
状

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を

も
と
に
協
議
が
行
わ
れ
、休
憩

所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
現
状
な
ど

ハ
ー
ド
面
に
関
わ
る
意
見
や
南

支
所
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

の
諸
問
題
、従
業
員
の
接
遇
問

題
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
関
わ
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
㈫
の
第
２
回
検
討

委
員
会
で
は
、前
回
の
協
議
内

容
を
も
と
に
増
改
築
整
備
の
是

非
に
つ
い
て
、検
討
し
ま
し
た
。

　
賛
成
意
見
と
し
て
は
、お
き

よ
め
の
湯
の
外
観
の
見
直
し
や
、

増
改
築
費
用
は
必
要
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
、及
び
南
支
所
の

改
築
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整

備
に
係
る
費
用
対
効
果
の
面
で

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
会
の
方
向
性
と
し
て
は
、

多
数
決
に
よ
り
増
改
築
整
備
の

方
向
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、委
員
か
ら
若
者
の
意

見
も
聴
取
し
た
上
で
、更
に
協

議
す
る
旨
の
提
案
が
あ
り
、次

回
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
村
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

天
龍
温
施
お
き
よ
め
の
湯

増
改
築
整
備
検
討
委
員
会『
報
告
』

○
放
送
大
学
で
は
、２
０
１
９

年
度
第
１
学
期
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、約
９
万
人
の
学
生
が
、大

学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な

く
、そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、第
１
回
が
２

月
28
日
㈭
ま
で
、第
２
回
が

３
月
17
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

四
月
生
募
集
の

　
　
　お
知
ら
せ

11月17日㈯に、おきよめ観光協議会主催の「祝収穫餅つき大会」が開催されました。
前日に、おきよめ観光協議会員や地域の方々の協力で、販売用の餅（白餅・草餅・栃餅）３種類の餅

つきと袋詰め作業を行いました。当日、紅葉は終わりかけていましたが、深まる秋の中「おきよめっ
ち」も参加し、賑やかな餅つき大会となりました。

天気も良く、正面玄関前ではつきたての餅を求める方々で行列ができました。
餅を召し上がったお客様は、「あんこやきなこを添えた餅は柔らかくてとても美味しい」と喜ば

れ、販売された３種類の餅も早々に完売となり、盛況に終わりました。
 おきよめ観光協議会では、これからも様々なイベントを企画し

ますので、おきよめの湯へ大勢のみなさんのご来館をお待ちしてお
ります。

秋のイベント祝収穫 餅 つ き 大 会 開 催

　若者等定住促進事業による通勤助成金の申請受付を開始します。
　下記の要件に該当する方は、通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①　１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意思がある者
②　満50歳までの方（50歳になる方は誕生日到達月まで）
（50歳以上であっても、子どもをもつ保護者は、その子どもの義務教育が修了するときまで対象となり
ます。）

③　村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者
（消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給）

　＊通勤日数が15日未満の月は支給対象外となります。

助　成　内　容　
平成30（2018）年１月～12月までの間の勤務実績に応じ、通勤距離１㎞につき８円・月最大8,000円の助成
を行います。

申　請　方　法
役場及び南支所に申請書がありますので、必要事項を記入し、「住民票の写し」「会社などの就業証明書」
を添えて、窓口へ提出してください。また、村ホームページからも申請書様式がダウンロードできますの
でご利用ください。

受　付　期　間
平成31（2019）年１月７日㈪～２月１日㈮

　ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問合せください。　☎32－1023

「通勤助成金」の受付を開始します



（５）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（６）2018年12月25日

広
報
天
龍
第
1
8
7
号（
10

月
発
行
）で
公
表
後
、11
月
30
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
中
本
博
幸
様
●
小
林
正
利
様

●
宇
土
晃
央
様
●
神
崎
隆
史
様

●
小
林
裕
宙
様
●
内
山
直
之
様

●
齋
藤
昇
　
様
●
小
林
嘉
明
様

●
今
西
和
衛
様
●
神
田
大
揮
様

●
西
牟
田
直
子
様
　
　
　
　
　

●
澤
木
ニ
コ
ラ
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
99
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成31年１月から、e-Tax利用手続が簡便化され、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナー」で申告書を作成し、IDとパスワードを入力するだけで、e-Taxで申告ができるようになります。
ID・パスワードを使えば、マイナンバーカードやICカードリーダライタをお持ちでなくても、ご

自宅等からパソコンやスマートフォンで簡単にe-Taxで申告することができ大変便利です（※１）。
なお、ID・パスワードはお近くの税務署において５分程度で発行を受けられますので、取得され
ていない方は、是非お早めに取得してください（※２・※３）。

※１マイナンバーカードとICカードリーダライタをお持ちの方は、「マイナンバーカード方式」によるe-Taxが
ご利用いただけます。

※２ID・パスワード取得の際は、運転免許証（写しでも可）などの本人確認書類をお持ちください。
※３ID・パスワードを平成29年分の確定申告においてすでに取得されている方は、お手元の「ID・パスワード方
式の届出完了通知」でご確認ください。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、混雑する税務署の確定
申告会場に出向かなくても、ご自宅のパソコン・タブレット・スマートフォンから24時間いつでも
申告書を作成いただけますし、ご不明な点は電話で問合せできます。
なお、申告書は、e-Taxで送信（ID・パスワードを入力して送信又はマイナンバーカードを使っ
て送信）、印刷して郵送のいずれかにより提出できます。
特に、ID・パスワードによるe-Taxは便利ですので、平成30年分の確定申告は、税務署でID・パス

ワードを取得していただき、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成
し、ID・パスワードによるe-Taxをご利用ください。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンでも申告書が作成できます。
平成31年１月から、年末調整済みの給与所得者で、医療費控除又はふるさと納税などの寄附金

控除を適用して申告する方向けに、入力が簡単な「スマホ専用画面」を用意しており、ID・パスワー
ドを利用してe-Taxで申告することができますので、該当の方は「スマホ専用画面」をご利用くだ
さい。

お問合せ先：飯田税務署 ℡0265-22-1165

01

02

03

確定申告に便利なID・パスワードを取得しましょう！

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」が便利です！

いつでもどこでもスマホで申告！

飯田税務署から
平成30年分確定申告に関するなお知らせ 合わせ



（５）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（６）2018年12月25日

広
報
天
龍
第
1
8
7
号（
10

月
発
行
）で
公
表
後
、11
月
30
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
中
本
博
幸
様
●
小
林
正
利
様

●
宇
土
晃
央
様
●
神
崎
隆
史
様

●
小
林
裕
宙
様
●
内
山
直
之
様

●
齋
藤
昇
　
様
●
小
林
嘉
明
様

●
今
西
和
衛
様
●
神
田
大
揮
様

●
西
牟
田
直
子
様
　
　
　
　
　

●
澤
木
ニ
コ
ラ
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
99
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成31年１月から、e-Tax利用手続が簡便化され、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナー」で申告書を作成し、IDとパスワードを入力するだけで、e-Taxで申告ができるようになります。
ID・パスワードを使えば、マイナンバーカードやICカードリーダライタをお持ちでなくても、ご
自宅等からパソコンやスマートフォンで簡単にe-Taxで申告することができ大変便利です（※１）。
なお、ID・パスワードはお近くの税務署において５分程度で発行を受けられますので、取得され

ていない方は、是非お早めに取得してください（※２・※３）。

※１マイナンバーカードとICカードリーダライタをお持ちの方は、「マイナンバーカード方式」によるe-Taxが
ご利用いただけます。

※２ID・パスワード取得の際は、運転免許証（写しでも可）などの本人確認書類をお持ちください。
※３ID・パスワードを平成29年分の確定申告においてすでに取得されている方は、お手元の「ID・パスワード方
式の届出完了通知」でご確認ください。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、混雑する税務署の確定
申告会場に出向かなくても、ご自宅のパソコン・タブレット・スマートフォンから24時間いつでも
申告書を作成いただけますし、ご不明な点は電話で問合せできます。
なお、申告書は、e-Taxで送信（ID・パスワードを入力して送信又はマイナンバーカードを使っ
て送信）、印刷して郵送のいずれかにより提出できます。
特に、ID・パスワードによるe-Taxは便利ですので、平成30年分の確定申告は、税務署でID・パス

ワードを取得していただき、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成
し、ID・パスワードによるe-Taxをご利用ください。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンでも申告書が作成できます。
平成31年１月から、年末調整済みの給与所得者で、医療費控除又はふるさと納税などの寄附金
控除を適用して申告する方向けに、入力が簡単な「スマホ専用画面」を用意しており、ID・パスワー
ドを利用してe-Taxで申告することができますので、該当の方は「スマホ専用画面」をご利用くだ
さい。

お問合せ先：飯田税務署 ℡0265-22-1165

01

02

03

確定申告に便利なID・パスワードを取得しましょう！

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」が便利です！

いつでもどこでもスマホで申告！

飯田税務署から
平成30年分確定申告に関するなお知らせ 合わせ



（７）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（４）2018年12月25日

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
予
防
と
交
流
の
た
め
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
次
回
の
開
催
予
定
日

平
成
31
年
１
月
28
日
㈪

※
毎
月
第
四
月
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

龍
泉
閣（
平
岡
駅
）２
階

い
ろ
り
の
間

○
参
加
費
1
0
0
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
認
知
症
の
予
防
を
し
た
い
方
、

介
護
の
相
談
を
し
た
い
方
、誰

で
も
大
歓
迎
で
す
。
申
し
込
み

な
し
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

（
☎
32
―

1
0
2
1
）

　
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
発
足
し
た「
天
龍
温

泉
お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整
備

検
討
委
員
会
」に
つ
い
て
今
ま

で
の
検
討
経
過
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
検
討
委
員
会
は
、今
年

５
月
に
実
施
し
た「
天
龍
温
泉

お
き
よ
め
の
湯
の
増
改
築
等
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、村
長
か
ら
の

諮
問
に
よ
り
、休
憩
所
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
増
改
築
整
備
に
関
す

る
こ
と
を
審
議
す
る
た
め
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　
委
員
の
構
成
は
村
議
会
議
員

２
名
、商
工
会
１
名
、お
き
よ
め

観
光
協
議
会
１
名
、区
長
他
住

民
代
表
６
名
、一
般
公
募
者
２

名
、㈱
南
信
州
開
発
１
名
及
び

副
村
長
の
計
14
名
で
す
。

　
８
月
28
日
㈫
に
第
１
回
検
討

委
員
会
が
行
わ
れ
、委
員
長
に

秦
治
三
夫
氏
、副
委
員
長
に
村

松
久
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
施
設
内
を
視
察
し

た
後
、お
き
よ
め
の
湯
の
現
状

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を

も
と
に
協
議
が
行
わ
れ
、休
憩

所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
現
状
な
ど

ハ
ー
ド
面
に
関
わ
る
意
見
や
南

支
所
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

の
諸
問
題
、従
業
員
の
接
遇
問

題
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
関
わ
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
㈫
の
第
２
回
検
討

委
員
会
で
は
、前
回
の
協
議
内

容
を
も
と
に
増
改
築
整
備
の
是

非
に
つ
い
て
、検
討
し
ま
し
た
。

　
賛
成
意
見
と
し
て
は
、お
き

よ
め
の
湯
の
外
観
の
見
直
し
や
、

増
改
築
費
用
は
必
要
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
、及
び
南
支
所
の

改
築
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整

備
に
係
る
費
用
対
効
果
の
面
で

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
会
の
方
向
性
と
し
て
は
、

多
数
決
に
よ
り
増
改
築
整
備
の

方
向
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、委
員
か
ら
若
者
の
意

見
も
聴
取
し
た
上
で
、更
に
協

議
す
る
旨
の
提
案
が
あ
り
、次

回
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
村
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

天
龍
温
施
お
き
よ
め
の
湯

増
改
築
整
備
検
討
委
員
会『
報
告
』

○
放
送
大
学
で
は
、２
０
１
９

年
度
第
１
学
期
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、約
９
万
人
の
学
生
が
、大

学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な

く
、そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、第
１
回
が
２

月
28
日
㈭
ま
で
、第
２
回
が

３
月
17
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

四
月
生
募
集
の

　
　
　お
知
ら
せ

11月17日㈯に、おきよめ観光協議会主催の「祝収穫餅つき大会」が開催されました。
前日に、おきよめ観光協議会員や地域の方々の協力で、販売用の餅（白餅・草餅・栃餅）３種類の餅

つきと袋詰め作業を行いました。当日、紅葉は終わりかけていましたが、深まる秋の中「おきよめっ
ち」も参加し、賑やかな餅つき大会となりました。

天気も良く、正面玄関前ではつきたての餅を求める方々で行列ができました。
餅を召し上がったお客様は、「あんこやきなこを添えた餅は柔らかくてとても美味しい」と喜ば

れ、販売された３種類の餅も早々に完売となり、盛況に終わりました。
 おきよめ観光協議会では、これからも様々なイベントを企画し

ますので、おきよめの湯へ大勢のみなさんのご来館をお待ちしてお
ります。

秋のイベント祝収穫 餅 つ き 大 会 開 催

　若者等定住促進事業による通勤助成金の申請受付を開始します。
　下記の要件に該当する方は、通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①　１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意思がある者
②　満50歳までの方（50歳になる方は誕生日到達月まで）
（50歳以上であっても、子どもをもつ保護者は、その子どもの義務教育が修了するときまで対象となり
ます。）

③　村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者
（消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給）

　＊通勤日数が15日未満の月は支給対象外となります。

助　成　内　容　
平成30（2018）年１月～12月までの間の勤務実績に応じ、通勤距離１㎞につき８円・月最大8,000円の助成
を行います。

申　請　方　法
役場及び南支所に申請書がありますので、必要事項を記入し、「住民票の写し」「会社などの就業証明書」
を添えて、窓口へ提出してください。また、村ホームページからも申請書様式がダウンロードできますの
でご利用ください。

受　付　期　間
平成31（2019）年１月７日㈪～２月１日㈮

　ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問合せください。　☎32－1023

「通勤助成金」の受付を開始します



作　　品

支えよう　みんなの暮らし　税金で

税金を　納めてつくる　よりよい社会

税金は　社会を支え　未来をつくる

税金で　明るい未来　作ろうよ

税金に　支えられてる　わたしたち

納税で　明るい村を　つくろうよ

税金で　未来のくらし　つくろうよ

大切な　皆を守る　大事な税

税金が　被災地助ける　支えてる

税金は　皆のために　納めよう

税金は　豊かな暮らしの　源だ

税金は　みんなの暮らしの　サポーター

税金が　暮らしを支える　ヒーローだ
税金が　つくる未来は　心配ない
この村を　つくり上げてる　税金だ
みんなでね　助けあって　税金を
私の未来　税があるから　安心だ
税金は　国家を守る　担い手だ
税金は　公共の場を　安全に

（３）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（８）

2018年12月25日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環として次の世代を担う子どもたちに
税について関心を持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、小中学生を対象
として｢税に関するポスター・標語・作文｣の募集を行っています。

本年度は、延べ28名のみなさんよりポスター・標語・作文の応募をいただき、11月８
日㈭に天龍村役場にて表彰式が行われました。

各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

平成30年度  税に関するポスター・標語・作文の受賞者
天龍村租税教育推進協議会

ポスター
賞　名

学校名　学年　氏　　名

天龍村租税教育推進協議会長賞

　天龍小学校　６年　板倉　寧々

飯田税務署長賞

　天龍小学校　６年　熊谷　彩葉

協議会特別賞

　天龍小学校　６年　熊谷　美桜

作　文
賞　名

学校名　学年　氏　　名

天龍村租税教育推進協議会長賞

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　佐藤　孝寛

飯田地区納税貯蓄組合連合会天龍村特別賞

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　松本　萌花

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　後田　蘭丸

　どんぐり向方
中　　学　　校　２年　廣田　颯士

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　稲森　翔一

　どんぐり向方
中　　学　　校　３年　岡戸宏日登

作　　品

 税金は未来への架橋だ

 おさめよう未来の架け橋つくる税

 税で未来を明るく

作　　品

「税金について」

「税について」

「租税教室をうけて」

「税金について」

「税金について」

「税金の使い道」

全員そろって記念撮影 ポスター受賞作品

標　語
賞　名

学校名　学年　氏　　名
天龍村租税教育推進協議会長賞
　天龍中学校　１年　熊谷　翔太
飯田税務署長賞
　天龍中学校　３年　渡久山　和
南信県税事務所長賞
　天龍中学校　３年　大澤　和誠
みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　２年　後田　蘭丸
平岡郵便局長賞
　天龍中学校　１年　金澤　実生
天龍村議会議長賞
　天龍中学校　２年　兼宗　希
天龍村教育長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　２年　佐藤　孝寛
天龍村商工会長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　３年　松本　萌花
天龍村青色申告会長賞
　天龍中学校　１年　橘　礼人

（社）飯田法人会天龍支部長賞
　どんぐり向方

中　　学　　校　３年　稲森　翔一
関東信越税理士会飯田支部長賞
　天龍中学校　３年　橘　希帆
飯田信用金庫天龍支店長賞
　天龍中学校　３年　橋本虎汰郎

天龍中学校　１年　大澤　希美
天龍中学校　１年　橘　慶司郞
天龍中学校　１年　橋本　梨花
どんぐり向方
中　　学　　校　 ２年　廣田　颯士
天龍中学校　２年　中島　茉緒
どんぐり向方
中　　学　　校　 ３年　岡戸宏日登
天龍中学校　３年　橋本　玲奈

協
議
会
特
別
賞

協
議
会
特
別
賞

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
い
た
だ
き
、
残
量
不
足
な

ど
お
気
づ
き
の
方
は
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
役
場
及
び
南
支

所
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

公
共
の
道
路
で
散
布
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
）

冬
本
番
！

除
雪
作
業
・
塩
カ
ル
に
つ
い
て

①「子どもと高齢者の交通事
故防止」
思いやりを持って、車も人
もしっかり安全確認

②「夕暮れ時と夜間の交通事
故防止」
夜間は「原則上向きライト」・
反射材の着用

③「飲酒運転の根絶」～飲酒運
転四（し）ない運動～
飲んだら乗らない・乗るな
ら飲まない
乗る人には飲ませない・飲
んだ人には運転させない

運
動
の
重
点

「年末の交通安全運動」実施中
平成30年12月１日㈯～12月31日㈪

☆ハンドルキーパー運動を推進しましょう。
　ハンドルキーパーとは、飲酒店などに行く
場合、お酒を飲まないで仲間を自宅まで送り
届ける人のことです。

　年末を迎え、何かと
慌ただしくなりがちで
すが、運転者・歩行者
とも時間に余裕を持ち、
落ち着いて安全に行動
することで、交通事故
を防止しましょう。
　飲酒機会の増加や積
雪・凍結による道路環
境の悪化に伴う重大事
故の発生が懸念されま
す。交通ルールの遵守
と正しい交通マナーの
実践を心がけましょう。

冬
が
来
ま
す

　水
道
管
に
も

　
　
　
　冬
支
度
を

　
平
成
最
後
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、水

道
管
が
凍
結
し
、破
裂
、漏
水
、

断
水
…
。冬
の
寒
さ
が
水
道
管

に
も
た
ら
す
被
害
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◎
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護

　
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器

ボ
ッ
ク
ス
内
や
、
屋
外
に
出

て
い
る
水
道
管
は
、
保
温
材

を
敷
く
、巻
く
等
が
有
効
で
す
。

◎
不
凍
栓
の
活
用

　
不
凍
栓
が
あ
る
ご
家
庭
は
、

是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
寝
る
前
に
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

蛇
口
を
開
け
、
水
抜
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
も
万
が
一
凍
結
・
漏

水
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
右
に
回
し
て
閉
め
て
か

ら
、
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場 
建
設
課 

環
境
水
道
係

℡
32
-1
0
2
2
（
直
通
）

2018年12月25日

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力をいただきありがとうございま
した。みなさんのご協力により、村目標額「208,000円」を大きく上回る「392,000
円」（平成30年12月14日現在）という結果となり、長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での奉仕団活動の資金として活用
されます。
　災害が全国で相次ぐなか、活動資金へのご理解とご協力のほど今後ともよろしくお
願いいたします。

平成30度 日赤社資の収納報告平成30度 日赤社資の収納報告

平成31年度
地域発元気づくり支援金の
事業を募集します

　地域発元気づくり支援金事業は、市町村や公共的活動を行う
NPOなどの団体が実施する「地域の元気を生み出す、モデル的で
発展性のある事業」に対し助成する制度です。

【募集期間】平成31年1月4日㈮～2月1日㈮ ※県への提出期限と異なります。

【応募書類の提出先】地域振興課移住定住推進係
※本事業を検討される方は、事業概要や条件等をご説明しますので、事

前に役場地域振興課移住定住推進係までお問い合わせください。
☎32-1023

　
森
林
で
伐
採
し
た
木
を
建
築

用
材
や
薪
な
ど
と
し
て
利
用
す

る
た
め
に
は
、
作
業
道
を
開
設

す
る
な
ど
し
て
木
を
搬
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　
急
峻
な
地
形
や
河
川
が
多
い

本
村
で
は
、
作
業
道
の
開
設
が

困
難
の
た
め
、
間
伐
材
な
ど
の

有
効
利
用
や
森
林
整
備
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し

て
、
作
業
道
が
開
設
で
き
な
い

急
峻
な
森
林
の
木
材
を
搬
出
す

る
こ
と
が
可
能
な
林
業
機
械

「
ラ
ジ
キ
ャ
リ
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　「
ラ
ジ
キ
ャ
リ
」
は
村
内
の
森

林
で
伐
採
し
た
木
を
搬
出
す
る

作
業
や
森
林
整
備
を
行
う
方
に
、

平
成
31
年
度
か
ら
貸
与
す
る
予

定
で
す
。
森

林
資
源
の
有

効
利
用
と
健

全
な
森
林
整

備
に
是
非
ご

活
用
く
だ
さ

い
。 自

走
式
木
材
搬
出
機
械

　「ラ
ジ
キ
ャ
リ
」を

　
　
　
　導
入
し
ま
し
た
！



（９）広 報　天　　龍 2018年12月25日 広 報　天　　龍（２）2018年12月25日

平
成
30
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
18
日
㈰
の
天
龍

村
文
化
祭
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。本

年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

▽
金
田
　健
さ
ん（
岡
本
区
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
滝
沢 

英
夫
さ
ん（
埼
玉
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
冨
田 

次
郎
さ
ん（
滋
賀
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
中
尾 

一
也
さ
ん（
愛
知
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
塩
尻
鉄
工
株
式
会
社
さ
ん

（
岡
谷
市
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽（
故
）原
　正
さ
ん（
飯
田
市
）

村
に
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
南
島
　隆
さ
ん（
東
京
都
）

村
に
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
い

　「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
と
は
、感
染
力
が
非
常

に
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
体
内

に
入
る
と
胃
腸
炎
と
な
り
、下

痢
や
嘔
吐
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

冬
場
に
非
常
に
多
い
、感
染
性

胃
腸
炎
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
の
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
ひ
た
す
ら
下
痢
と

嘔
吐
に
耐
え
、脱
水
症
状
を
引

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
水
分
補

給
を
す
る
の
み
で
す
。
恐
ろ
し

い
感
染
症
で
す
ね
。

　
さ
て
、感
染
は
ど
の
よ
う
に

起
こ
る
か
と
い
う
と
、ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
を
生
で
食
べ
た
場

合
や
、感
染
者
の
、汚
物
の
処
理

の
際
、手
な
ど
に
つ
い
た
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
入
る
場
合
、汚

物
の
処
理
が
不
十
分
で
、処
理

し
き
れ
な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が

空
中
に
漂
い
、そ
れ
を
吸
い
込

み
体
内
に
入
っ
た
場
合
な
ど
で

す
。

　
さ
て
、恐
ろ
し
い
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
で

す
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
弱
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
…

①
熱
に
弱
い
。

②
塩
素
系
の
漂
白
剤
に
弱
い
。

　
右
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
、ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
を
予
防
す
る
に
は
…

①
食
品
は
85
度
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
す
る
。
二
枚
貝
に
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
特
に
よ
く
加

熱
す
る
。

②
調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系

消
毒
剤
で
消
毒
す
る
。

③
嘔
吐
物
等
の
汚
物
は
確
実
に

処
理
す
る
。

※
処
理
の
際
は
絶
対
に
素
手
で

は
行
わ
ず
、ビ
ニ
ー
ル
手
袋

な
ど
を
使
用
し
て
片
づ
け
、

使
用
し
た
雑
巾
な
ど
は
、す

ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
密

封
し
て
廃
棄
す
る
。
汚
物
で

保
健
師
だ
よ
り

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　注
意
！
』

感
　
　謝
　
　状

国
保
健
康
家
庭
表
彰

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
遠
山 

明
徳
さ
ん（
岡
本
区
）

村
に
貴
重
な
木
彫
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
鎌
倉 

正
之
さ
ん（
飯
田
市
）

村
に
貴
重
な
絵
画
と
書
籍
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
村
表
彰
】

▽
滝
澤 

金
龜
さ
ん（
西
原
区
）

▽
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

▽
小
林
　生
さ
ん（
下
山
区
）

▽
吉
澤 

幸
男
さ
ん（

鶯
巣
宇
連
区
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

村
表
彰・国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

村
表
彰・国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、道
路
改
良
に
関
す
る
天

龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を
平
成

30
年
９
月
21
日
㈮
に
長
野
県
議

会
議
長
、長
野
県
建
設
部
長
、10

月
31
日
㈬
に
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
、国
土
交
通
省
、財

務
省
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
も
同
様
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、少
し
で

も
早
く
天
龍
村
内
の
道
路
整
備

が
進
む
よ
う
、継
続
し
て
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
長
野
県
建
設
部
長
へ
の
要
望

活
動
で
は
、天
龍
村
商
工
会
の

福
士
会
長
、熊
谷
副
会
長
ら
も

参
加
し
、発
言
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
要
望
に
対
す
る
長
谷

川
建
設
部
長
か
ら
の
回
答
の
概

要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
般
国
道
4
1
8
号（
福
島
・

鶯
巣
）天
竜
川
橋
架
け
替
え

工
事
の
早
期
完
成

（
回
答
）現
在
、撤
去
工
事
を
再

開
し
て
お
り
、平
成
35
年
完

成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め

た
い
。

②
一
般
国
道
4
1
8
号（
阿
南

町
新
野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め

の
湯
間
）の
拡
幅
改
良
整
備

促
進

（
回
答
）平
成
29
年
度
か
ら
概
略

検
討
に
着
手
し
、二
車
線
、セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
所
を
抽
出
し

て
い
る
。
10
区
間
の
内
、半

分
く
ら
い
に
つ
い
て
、何
ら

か
の
改
良
工
事
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線

（
松
崎
）平
岡
ダ
ム
〜
十
方
峡

橋
の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期

調
査
及
び
事
業
化

（
回
答
）松
崎
に
つ
い
て
、今
年

度
は
、平
岡
ダ
ム
側
の
地
形

測
量
を
進
め
て
い
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
と
な
る

と
非
常
に
事
業
費
が
か
か
る
。

事
業
費
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
と
い
う
事
も
、併
せ

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

④（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線

（
宇
連
沢
〜
羽
衣
崎
）急
カ
ー

ブ
、急
勾
配
を
解
消
す
る
道

路
整
備
促
進

（
回
答
）本
年
度
は
、沢
の
横
断

部
の
B
O
X
カ
ル
バ
ー
ト
の

施
工
を
予
定
し
て
い
る
。

⑤
県
道
大
河
内
中
川
原
線（
大

河
内
）川
島
〜
大
河
内
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

（
回
答
）こ
の
エ
リ
ア
全
体
の
緊

急
度
の
高
い
所
か
ら
防
災
事

業
を
進
め
て
い
る
の
で
、ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
砂
防
河
川
宮
沢
川（
大
河
内
）

砂
防
施
設
整
備
促
進

（
回
答
）今
年
度
、宮
沢
川
の
え

ん
堤
建
設
１
基
を
契
約
し
、

平
成
32
年
度
、完
成
目
標
で

工
事
を
進
め
る
。

⑦
村
道
大
河
内
線（
大
河
内
）過

疎
代
行
事
業
に
よ
る
拡
幅
改

良
整
備
着
手

（
回
答
）大
河
内
線
の
一
級
村
道

指
定
を
し
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、隣
県
の
林
道
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
条
件
を
そ

ろ
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、新

規
採
択
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、今
年
度
は
国
へ
の
要

望
活
動
で
、国
道
4
1
8
号
の

改
良
整
備
促
進
の
他
に
天
龍
村

平
岡
、中
井
侍
、福
島
地
区
へ
の

「
直
轄
地
す
べ
り
事
業
」着
手
の

要
望
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、事
業
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
に
な
る
よ
う

引
き
続
き
要
望
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

長野県建設部長に対して、
要望を行う永嶺村長

たくさんのごみを拾いました

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

の
汚
染
面
の
拭
き
掃
除
に
は

塩
素
系
の
漂
白
剤
を
使
用
す

る
と
よ
い
。

　
こ
の
感
染
性
胃
腸
炎
は
、始

め
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、症
状

か
ら
脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
し

易
く
、特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん

や
高
齢
者
は
重
症
に
な
り
易
い

で
す
。
脱
水
症
状
か
ら
重
い
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
予
防
法
を
守
り
、感
染
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

保
育
所
園
児
た
ち
に
よ
る
ご

み
拾
い
が
10
月
３
日
㈬
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
、保
育
所
園
児
14
名
が
保
育

所
か
ら
龍
泉
閣
ま
で
の
間
を
、

元
気
よ
く
、ま
た
、交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、ご
み
を
見
つ

け
る
と
率
先
し
て
拾
い
、た
く

さ
ん
の
ご
み
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ご
み
拾
い
を

す
る
必
要
が
な
く
な
る
よ
う
、

み
ん
な
で
村
の
美
化
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

たくさん、みつけたよ 保
育
園
児
に
よ
る

　
　
　　美
化
活
動

受賞者の遠山明徳さんを囲んでの記念撮影

※どなたでも無料で観覧いただけます。

と　き

ところ 文化センター なんでも館

平成31年１月13日（日）
　　午後1時20分より

林家 三平 天龍寄席実行委員会
☎32－3206

主　催

☆落語家☆出　演

初笑い

新春天龍寄席
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私たちの村
－12月１日現在－

人口 1,291 人
男 604 人 女 687 人

世帯数 716 世帯

2018年12月25日

平成31年「110番の日」統一標語　「僕たちの　安心つなぐ　110番」

天
龍
小
学
校
で「
お
や
す
・
し

め
縄
・
餅
つ
き
大
会
」が
、12
月

12
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
よ
い
し
ょ
ー
、よ
い
し
ょ

ー
」と
元
気
な
掛
け
声
に
あ
わ

せ
、「
う
す
、き
ね
」を
使
っ
た
本

格
的
な
餅
つ
き
に
挑
戦
し
、つ

き
た
て
の
餅
を
お
雑
煮
な
ど
に

し
て
、お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
で
、貴

重
な
体
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、お
や
す
に
つ
い
て
は
、

昔
は
ど
の
家
庭
で
も
年
の
瀬
に

手
作
り
し
て
玄
関
先
に
飾
っ
た

も
の
で
す
が
、最
近
で
は
そ
ん

な
風
習
を
知
る
人
も
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

ワ
ラ
の
香
り
や
手
触
り
な
ど
に

興
味
を
持
ち
な
が
ら
、新
し
い

年
へ
の
願
い
を
込
め
て
お
や
す

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
行
事
に
関
心
が
集

ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

今年のおもな
できごとです。

【その他】消防団では12月27日㈭～29日㈯の間、年末警戒（夜警）を行います。また、新年１月6日㈰に出初式を行います。

ふ れ あ い ス テ ー ション 龍 泉 閣

龍 泉 の 湯

天 龍 温 泉 お き よ め の 湯

天龍温泉おきよめの湯

レ ス ト ラ ン 湯 と り

図 書 館

村 営 バ ス

広 域 バス平 岡 線（ 平 岡 ⇔ 和 田 ）

乗 合 タ ク シ ー 平 岡 線

（平岡⇔和田）

年 末 年 始 の 可 燃 ご み 回 収

稲葉クリーンセンター受け入れ

12/28㈮ 12/29㈯ 12/30㈰ 12/31㈪ １/１㈫ １/２㈬ １/３㈭ １/４㈮

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 14時閉店 休業 通常営業

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 20時閉館 休業 通常営業

○ △ △ × × ○ ○ ○

通常営業 11：00～18：00 休業 通常営業

○ ○ △ × × ○ ○ ○

通常営業 15時閉店 休業 通常営業

◯ × × × × × × ×

通常開館

○ ○ ○ △ × ○ ○ ○

通常運行 午後運休 運休 通常運行

○ 土日運休 × × × × ○

○ ○ ○ △ × △ △ ○

通常運行 日曜ダイヤ 運休 日曜ダイヤ 通常運行

○ × × × × × × ○

○ ○ △（午前
のみ） × × × × ○

年末年 始のご案内

12／29～１／４ 休館（１／５㈯から通常通り開館します）

〇天龍村少年少女消防クラブ結成

〇平成30年度災害発生（７月豪雨、台風21号・24号）

〇㈱小林コンサルタントと「災害時における緊急的な調査の支援に関する協定」を締結

〇㈱リックスと提携し村内６施設に太陽光パネルを設置（「太陽光発電事業『結』プロジェクト協定」

を締結）

〇村営バスが平岡郵便局まで正式運行

〇元村議会議員（故）金田司氏に叙勲（従六位）、（故）板倉良三氏に叙勲（旭日単光章）、元村議会議

員遠山全志氏に叙勲（高齢者叙勲：旭日単光章）

〇宮澤金治氏に県知事表彰（産業功労者）

〇天龍村くらし安心ＩＣＴネットワーク事業１月から本格稼働

〇在日中国人殉難烈士慰霊法要開催

〇下伊那南部地区（主）飯田富山佐久間線整備促進期成同盟会設立

〇国道418号天竜川橋工事再開

〇教育長に竹田順次氏再任・教育委員に松下清治氏再任

〇「手づくりハンガープロジェクト」中学生が至学館大学にて吉田沙保里選手らに手づくりハンガーを

贈呈

〇天龍中学校が取り組んでいる「梅花PROJECT」が第５回信州おもてなし大賞を受賞

〇天龍小学校児童会が取り組んでいる「天龍ピカピカ大作戦」が道路功労者表彰を受賞

〇天龍小学校が南信州元気な森林づくり賞を受賞

平成30（2018）年 村のおもなできごと

お
や
す

し
め
縄

餅
つ
き

大

　会

保
育
所
お
楽
し
み
会
が
、12
月
１５
日
㈯
に
遊
戯
室

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

曲
に
あ
わ
せ
て
、年
長
児
か

ら
未
満
児
ま
で
楽
し
そ
う
に
入

場
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
る
ん
だ

よ
。」と
毎
日
楽
し
み
に
、な
わ

と
び
や
生
活
発
表
、ダ
ン
ス
を

お
う
ち
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
を
も
ら
い
、ど
の
子

も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

未
就
園
児
の
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
の
お
友
達
も
、お
母
さ
ん
と

元
気
良
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
は
待
ち
に
待
っ
た
サ
ン

タ
さ
ん
の
登
場

で
、一
人
ひ
と

り
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
手
渡
さ
れ
、

み
ん
な
大
喜
び

で
し
た
。
全
員

が
元
気
で
参
加

し
、お
う
ち
の

み
な
さ
ん
に
成

長
し
た
姿
を
見

て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。 楽

し
かった
保
育
所
お
楽
し
み
会


